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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置であって、
　当該装置は：
　　骨係合針推進アセンブリを有し、該骨係合針推進アセンブリは、骨係合針を含み、か
つ、関節鏡視下の切開を通して、第一の骨位置において患者の骨と係合する、関節鏡視下
での挿入に適合しており、かつ、前記骨を通過する概して弧状のトンネル形成経路に沿っ
て、少なくとも第二の骨位置へと、前記針を前方へ推進させるように適合しており；
　　骨係合ピン推進アセンブリを有し、該骨係合ピン推進アセンブリは、前記骨係合針推
進アセンブリに作動可能なように係合するように構成され、かつ、前記関節鏡視下の切開
を通して、第三の骨位置において患者の骨と係合する、関節鏡視下での挿入に適合してい
る、
前記関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項２】
　前記骨係合ピン推進アセンブリが、それに縫合糸を取り付けるのに適合しており、かつ
、前記縫合糸が前記第二の骨位置において前記針によって係合され得るように、該縫合糸
を位置決めするのに適合している、請求項１に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成およ
び縫合を行う装置。
【請求項３】
　前記骨係合針推進アセンブリはまた、前記縫合糸に係合した前記針を、前記第二の骨位
置から、前記骨を通過する前記弧状のトンネル形成経路に沿って、戻して引っ込めるのに
適合している、請求項２に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項４】
　前記骨係合ピン推進アセンブリが、少なくとも１つの骨トンネル形成ピンを有し、該骨
トンネル形成ピンは、概して直線状のトンネル形成経路に沿って前記第三の位置から前記
第二の位置へと前記骨にトンネル形成するよう作動可能であり、前記第二の位置において
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、前記概して直線状のトンネル形成経路が前記概して弧状のトンネル形成経路と交わり、
それによって、前記第二の骨位置において前記縫合糸が前記針によって係合され得るよう
に、該縫合糸を位置決めする、請求項２または３に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成
および縫合を行う装置。
【請求項５】
　前記の骨係合ピン推進アセンブリが、前記の骨係合針推進アセンブリから分離しており
、かつ、該骨係合ピン推進アセンブリが、選択可能にそれに係合可能でありかつそれから
脱係合可能である、請求項１～４のいずれか一項に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成
および縫合を行う装置。
【請求項６】
　前記骨係合ピン推進アセンブリが、内側のピンを有し、かつ、外側の中空のピンを有し
、該外側の中空のピン内に、前記内側のピンがスライド可能に配置されている、請求項１
に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項７】
　前記外側の中空のピンが、尖った先端部と、貫通する孔とを持っているように形成され
ている、請求項６に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項８】
　縫合糸が、前記内側のピンと前記外側のピンとの間で延びており、前記縫合糸が、前記
貫通する孔を通して、前記針による係合が可能となるように、前記外側のピンの内側で、
前記内側のピンの周りにループ状になっている、請求項７に記載の関節鏡視下での骨トン
ネル形成および縫合を行う装置。
【請求項９】
　前記骨係合ピン推進アセンブリがまた、前方部分および後方部分を含むベースアセンブ
リを有し、前記内側のピンが前記後方部分に結合され、前記外側のピンが前記前方部分に
結合されている、請求項７に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置
。
【請求項１０】
　前記外側の中空のピンは、また、前記縫合糸の一部を収容するための貫通する側壁スロ
ットを持っているように形成されている、請求項８または９に記載の関節鏡視下での骨ト
ンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項１１】
　前記縫合糸が、
　前記内側のピンの前方端部と前記尖った先端部との間において、前記内側のピンの前記
前方端部の周りに巻かれ、かつ、前記内側のピンと前記外側のピンとの間で延び、かつ、
前記内側のピンの両側において、前記貫通するスロット内に部分的に位置している、請求
項１０に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項１２】
　前記ベースアセンブリが、ハウジングに対して選択可能にロック可能であり、該ハウジ
ングは、前記骨係合針推進アセンブリの一部を取り囲んでいる、請求項９～１１のいずれ
か一項に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項１３】
　前記ベースアセンブリの前記前方部分および前記後方部分が、互いに対して選択可能に
ロック可能であり、かつ、互いに対して軸方向にスライド可能であり、それによって、前
記外側のピンに対する前記内側のピンの引っ込みが制限されている、請求項９～１２のい
ずれか一項に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
【請求項１４】
　前記骨係合針推進アセンブリが、フレキシブルな針推進片を含み、該推進片は、前記骨
を通過する前記弧状のトンネル形成経路に沿って前記骨係合針を推進する、請求項１～１
３のいずれか一項に記載の関節鏡視下での骨トンネル形成および縫合を行う装置。
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